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決算期 売 上 高 営業利益 経常利益 当期利益 ＥＰＳ 配当 

10/3 
1,377,769 
-13.0% 

22,002 
－ 

31,756 
2.2 倍 

▲26,273 
－ 
－ 30.00 

11/3 
1,479,839 
+7.4% 

68,798 
3.1 倍 

73,911 
2.3 倍 

47,205 
－ 
151.51 50.00 

12/3 予 
1,580,000 
+6.8% 

75,000 
+9.0% 

85,000 
+15.0% 

55,000 
+16.5% 

176.46 50.00 

株   価 2,378 円(2/ 9) 発行済株式数 325,840 千株(11/12 期) 

連結ＰＥＲ 13.5 倍(12/3 期予) 連結ＢＰＳ 2,933.13 円(11/12 期) 

連結ＰＢＲ 0.8 倍(11/12 期) 連結ＲＯＥ 4.5％(11/3 期) 

配当利回り 2.1％(2/ 9) 上場市場 東証・大証・名証一部 
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★業績動向 

２０１１年４－１２月期の連結業績は、大震災やタイで発生した洪水の影響があった

ものの、産業車両事業と繊維機械事業が順調に推移したほか、自動車事業の生産回復が

当初の想定より早かったため、売上高は前年同期比１．８％増と増収を確保した。利益

面では、人件費の増加や円高の影響、原材料価格の上昇などを原価改善でカバーしきれ

ず、営業利益が２ケタ減となったものの、受取配当金の増加などで経常利益は微減にと

どまった（営業利益が前年同期比１１．１％減、経常利益が同０．８％減、当期利益が

同１．５％増）。 

２０１２年３月期通期の業績予想について会社側は、昨年１０月２８日に上方修正し

た会社側予想を修正せず、据え置きとした。ただ、同予想に織り込まれていない洪水の

影響が売上高で１８０億円、営業利益で４０億円見込まれるほか、エンジン、カーエア

コン用コンプレッサー、産業車両の各事業で生産能力の制約があるため、売上高、営業

利益は会社側予想を下回り、売上高が１兆５５００億円程度、営業利益が７００億円強

となる公算が大きいものと思われる。一方、４－１２月期実績で営業外収支が１３５億

円の黒字となっており、１－３月期に悪化する要因が見当たらないことから経常利益に

ついては会社側予想をやや下回る水準を確保する可能性が高いものと思われる。なお、

エンジンは前期実績並みの販売台数、カーエアコン用コンプレッサー、産業車両は前期

実績を上回る販売台数を達成できる見込みではあるものの、足元ですでにフル生産とな

っており、会社側予想には届かない見通しである。また、震災と洪水の影響が最も大き

かった車両は足元では順調に推移しており、販売台数が前年割れとなる見込みではある

ものの、会社側予想をわずかに下回る水準は確保できる見通しである。 

来期については、主力の自動車事業、産業車両事業とも需要が順調に拡大しており、

天災や大幅な円高などがなければ増収増益基調を維持するものと思われる。 

 

★事業概要（会社資料より当社で作成） 

事業区分 事業内容 
車両 ヴィッツ、ＲＡＶ４、マークＸジオの生産受託 
エンジン ＩＭＶ、ＲＡＶ４向けなどのエンジン生産 
カーエアコン用コ
ンプレッサー 

世界の主要な自動車メーカーに供給。世界シェアトップ 

自
動
車 

その他 自動車用電子部品、プレス金型の開発・生産など 

産業車両 
トヨタブランドのフォークリフトなど物流機器・システムの開
発・生産・販売 

物流 自動車部品物流・一般貨物輸送、物流ソリューション事業など 
繊維機械 エアジェット織機などの開発・生産・販売。創業以来の事業 
その他 半導体パッケージ基板や自動車部品生産設備の開発・生産など 

 


